
ベストパートナーの健康経営



経営理念・ビジョン



健康経営優良法人導入の狙い（動機・目的）

採用力
（企業イメージ） 労働生産性の向上ビジョン実現の手段 各種の優遇制度

約1年半で8人採用
（正社員）

【最も働きたい会社】への
条件

仕事時間をフルスロットル
で働ける

融資優遇
保険の割引など



 仕事の環境を整える（自慢できる環境・オフィス）

 法定外福利厚生を整える（自慢できる福利厚生）

 働く仲間の健康や心を整える（自慢できる変化）

健康経営の取組み、

目指すところ



SOHOカフェスペース仕事の環境を整える（自慢できる環境・オフィス）



SOHOのカフェスペースで集中して業

務をしたり、珈琲豆から焙煎したコー

ヒーを片手にミーティングなども出来ま

す。資質向上の目的での書籍購入

の費用も一人月3,000円まで助成

をし、資格取得の費用も全面バック

アップします。男性の育児休業制度

（連続5日間以上）もあり、家族と

の関わりも大事に出来ます。

健康面では先に紹介したセルフフィッ

トネスジムの利用のほか、予防接種、

健康診断、その後の再検査費用も

全額支給し、スタッフの健康面を何

よりも重視しています。



３）フィットネスジム法人契約

ベストパートナーでは、健康で過ごせるようにフィットネスジムとの法人契約を結んでいます。地域を代表する会社

の一員として身だしなみや、はつらつとした表情の第一歩は健康な体が重要です。健全な魂は健全な体に宿るという理

念からもわかる通り、健康を疎かにすると人も企業も今後の成長はありません。ベストパートナーでは、入社時から

フィットネスジムでの運動を推奨しており、筋力トレーニングや減量などを目的とするスタッフを応援しています。適

度な運動が良い睡眠につながり、良い睡眠が疲れを残さず翌日の仕事の質を上げる事に繋がります。

31歳男性社員（入社1年）

・体重が14㌔減

・見た目もカッコ良くなる

26歳女性社員（入社半年）

・体重10㌔減

・活動的に

27歳女性社員

体重6㌔減

良く寝れるようになる

フィットネスジムの使用回数

2021年度 110 回
↓

2022年度 198 回



１）医療費用補償・GLTD制度

ベストパートナーでは、社員が笑顔で、安心して働ける

環境を整備するために、万が一病気の際（業務中・業

務外問わず）の治療費を50万まで補償出来る医療費

用保険（※ベスパスタッフは医療費用がかからない！）

と「GLTD制度」に加入しています。この制度は、傷病によ

る休業期間中、会社からの給与支給がなくなった後も、

私たちの生活がダメージを受けることの無いように、ある一

定の収入の保証を行なう制度です。



オフィスでやさい（社食・置食）

２）オフィスでランチ

（置き型社食）
ベストパートナーでは、「健康は食

から」と考え、設置型の毎週届く社員

食堂を導入しています。毎週オフィス

に新鮮な野菜やフルーツ、サラダチキ

ンやヨーグルトなどヘルシーなものか

ら、しっかり食べれるメニューなど幅

広いラインナップのお惣菜が届きます。

（※全て100円で食べることができま

す。）帰社時に晩御飯の一品メニュー

で持ち帰る事も可能です。



ベスパ銭（コアバリュー体現でチャリン！）

コアバリュー（共通の価値観）を体現
したスタッフにベスパコインを進呈し、オ

フィスごはんを買える仕組み



メンタルヘルスケア ★メンタルヘルスケアに対する取組

健康経営経営アドバイザーを設置し、スタッフ
とのメンタルヘルス1on1の月1回の実施



健康経営を取り入れた組織

影響を与えら

れる組織

明るく強い組織が地域やお客様に良い影響を与える、選ばれ

る組織へ

強い組織
心の健康が整うとレベルの高い（ストレスのかかる）仕事に取

組める（心身ともに健康かどうかはリーダーの条件）

明るい組織 体の健康と心の健康は繋がっている


